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28. 高温処理による生理的花粉不稔を利用したサヤインゲン簡易

交配法

〔要約 〕サヤイ ンゲンに高温ス トレスをかけると花粉不稔が生 じる。 この性質を利用 して種子親に高

温処理 して開花当 日に正常花粉を授粉する簡易な交配法に より、高い交配成功率で確実に F1雑種種子

が得られる。
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〔背景・ねらい〕

サヤインゲンの交配は花の構造上困難が多い。すなわち雌雄蕊を 内包する竜骨弁がらせん状に回転して

おり除雄が難しく 、交配を行う上で大きな障害となっている。交雑育種を効率的に推進するために、確

実で簡易な交配法を開発する必要がある。

〔成果の内容 • 特徴〕

1. 'ライト グリー ン’の開花期に 35℃、 72時間の高温処理を行うと、 処理開始日から 8~ 14日後に

開花する花を自殖させるとほとんど着英 しない （表 l、図 1)。しかし、高温処理した ‘ライ トグリー

ン'(種子親）の処理開始後 10~ 14日目の開花当日に、 ‘ハイプシ’の花粉を授粉する ことにより高

い着英率で種子を獲得できる（表 l、図 1)。

2. 用いた品種の胚軸色は、 ‘ライ トグリーン ＇は緑、‘ハイブシ＇ は赤紫である 。交配により得られた種

子を播種し、胚軸の着色に基づいて雑種性を検定する (F1では赤紫）と 、高温処理開始後 10~ 12日

目の交配で得られる種子はすべて雑種である （表 2、図 2)。

3. 交配方法は次のとおりである。開花当日の朝、開いた ‘ライ トグ リー ン’の旗弁をつかみ翼弁を押 し

下げる 、竜骨弁開口部から柱頭を露出させる。そこに花粉親として用いる当日開花した ‘ハイブシ＇の

花粉を授粉する。

4. 従来の薔受粉では除雄の際花柱を傷つける等の失敗が多く 、交配成功率も 11.1%と低い（表 L)。一

方、本法は除雄が不要で交配に要する時間が短くて済むうえ、交配成功率がほぼ 100%である（表 l、

図 1)。

5. 雌性生殖器官は雄性生殖器官より高温ス トレスに抵抗性であるが、35℃ 72時間という 処理では、 処

理開始後 9日目には雌性生殖器官も障害を受ける （表 l、固 I)。

〔成果の活用面・ 留意点〕

サヤインゲンは高温ストレスに感受性の野菜であるが、本法が広く他の品種にも応用できるか検討する

必要がある。

表 1 ‘ライト グリー ン＇を 35℃で 72時間処理 した後の 自殖および

‘ハイプシ＇花粉の交配によ る藩英率 と獲得種子数
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表 2 ‘ライト グリー ン＇を 35℃で 72時間処理 した後、‘ハイプシ'

との交配で得ら れた種子の雑種性
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